
- 16 - 
 

｜
教
学
入
門
｜
【
４
】
御
本
尊
と
受
持
即
観
心 

 

本
文
中
の
空
欄
に
語
群
か
ら
選
ん
で
適
切
な
言
葉
を
埋
め
な
さ
い
。 

 

①
御
本
尊
の
意
義 

 

私
た
ち
が
根
本
と
し
て
尊
敬
す
る
、
信
仰
の
根
本
対
象
を
（ 

本
尊 

）
と
い
い
ま
す
。 

私
た
ち
が
拝
す
る
御
本
尊
は
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
を
成
仏
さ
せ
る
「
根
本
の
法
」
で
あ
り
、
一
切
衆
生
の
胸
中
に
あ
る
仏
種
で

あ
る
（ 

南
無
妙
法
蓮
華
経 
）
を
顕
し
た
も
の
で
あ
り
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
体
得
さ
れ
た
（ 

日
蓮
大
聖
人 

）
の
御
生

命
を
顕
し
た
も
の
で
す
。 

（
１
）
御
書
に
は
『
（ 

日
蓮 

）
が
（ 
た
ま
し
ひ 

）
を
す
み
に
そ
め
な
が
し
て
・
か
き
て
候
ぞ
信
じ
さ
せ
給
へ
、
仏
の
御

意
は
（ 

法
華
経 

）
な
り
（ 

日
蓮 
）
が
た
ま
し
ひ
は
（ 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

）
に
・
す
ぎ
た
る
は
な
し
』
と
あ
る
よ
う

に
、
御
本
尊
は
（ 

日
蓮
大
聖
人 

）
の
仏
の
生
命
境
涯
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
す
。 

（
２
）
御
本
尊
は
私
達
自
身
の
仏
界
を
現
実
に
映
し
出
す
（ 

明
鏡 

）
で
す
。 

（
３
）
法
華
経
の
（ 

虚
空
会 

）
の
儀
式
を
用
い
て
御
本
尊
を
あ
ら
わ
し
ま
し
た
。 

（
４
）
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
御
本
尊
は
、
私
達
の
生
命
に
（ 

十
界 

）
が
一
界
も
欠
け
る
こ
と
な
く
円
満
に
具
わ
っ
て
お
り
、

十
界
の
優
れ
た
特
性
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
顕
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
（ 

十
界
具
足 

）
の
曼
荼
羅
と
い
い
ま
す
。 

（
５
）
凡
夫
の
身
に
仏
の
境
地
を
具
体
的
に
顕
し
た
御
本
尊
は
、
（ 

事 

）
の
一
念
三
千
そ
の
も
の
で
す
。 

（
６
）
御
書
に
『
（ 

法
華
弘
通 

）
の
は
た
じ
る
し
』
と
あ
る
よ
う
に
、
御
本
尊
へ
の
信
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
、
万
人
成
仏

を
説
く
（ 

法
華
経 

）
を
弘
め
る
こ
と
に
な
り
、
（ 

広
宣
流
布 
）
の
道
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

②
受
持
即
観
心 

 

（ 

観
心 

）
と
は
、
元
々
は
自
身
の
心
に
具
わ
る
十
界
を
見
つ
め
る
修
行
法
で
あ
り
、
悟
り
に
達
す
る
の
が
困
難
で
し
た
。

大
聖
人
が
説
か
れ
た
（ 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

）
の
題
目
を
信
じ
て
題
目
を
唱
え
る
こ
と
を
（ 

受
持 

）
と
呼
び
ま
す
。 

私
達
が
御
本
尊
を
信
じ
題
目
を
唱
え
る
こ
と
で
仏
界
の
生
命
を
涌
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。 

こ
の
こ
と
を 

（ 

受
持
即
観
心 

）
と
い
い
ま
す
。 

御
書
に
は
『
釈
尊
の
因
行
果
徳
の
二
法
は
（ 

妙
法
蓮
華
経 

）
の
五
字
に
具
足
す
我
等
此
の
五
字
を
受
持
す
れ
ば
自
然
に

彼
の
因
果
の
（ 

功
徳 

）
を
譲
り
与
え
給
う
』
と
あ
り
ま
す
。 

 

③
下
種
仏
法
と
三
大
秘
法 

 

成
仏
の
根
本
法
で
あ
る
（ 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

）
を
人
々
に
信
じ
さ
せ
る
こ
と
を
（ 

下
種 

）
と
言
い
ま
す
。 

下
種
に
よ
る
功
徳
を
（ 

下
種
益 

）
と
言
い
ま
す
。
日
蓮
大
聖
人
の
仏
法
は
（ 

下
種
仏
法 

）
で
す
。 

三
大
秘
法
と
は
、
（ 

本
門
の
本
尊 

）
・
（ 

本
門
の
戒
壇 

）
・
（ 

本
門
の
題
目 

）
で
す
。 

本
門
と
は
本
当
の
仏
道
に
入
る
門
（
入
口
）
、
す
な
わ
ち
真
実
の
教
え
の
こ
と
で
あ
り
、
末
法
に
お
い
て
は
日
蓮
大
聖
人
が

説
か
れ
た
（ 

文
底
独
一
本
門 

）
を
指
し
ま
す
。 

 

戒
・
定
・
慧
の
三
学
で
見
れ
ば
、
本
門
の
戒
壇
が
（ 

戒 

）
、
本
門
の
本
尊
が
（ 

定 

）
、
本
門
の
題
目
が
（ 

慧 

）
に

あ
た
り
ま
す
。 

本
門
の
本
尊
と
は
、
万
人
成
仏
の
根
本
法
で
あ
る
（ 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

）
で
あ
り
、
（ 

御
本
尊 

）
で
す
。 

本
門
の
戒
壇
と
は
、
本
門
の
本
尊
を
安
置
し
て
修
行
に
励
む
場
所
を
言
い
ま
す
。
御
本
尊
を
受
持
す
る
こ
と
が
戒
を
持
つ

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

本
門
の
題
目
と
は
、
本
門
の
本
尊
を
信
じ
て
（ 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

）
と
題
目
を
唱
え
る
こ
と
で
す
。 

御
書
に
『
暫
く
も
こ
の
本
尊
を
信
じ
て
（ 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

）
と
唱
う
れ
ば
、
即
ち
（ 

祈
り 

）
と
し
て
叶
わ
ざ
る
な

く
、
（ 

罪 

）
と
し
て
滅
せ
ざ
る
な
く
、
（ 

福 

）
と
し
て
来
た
ら
ざ
る
な
く
、
（ 

理 

）
と
し
て
顕
れ
ざ
る
な
き
な
り
』

と
あ
る
と
お
り
、
（ 

御
本
尊 

）
を
信
受
し
て
唱
題
す
る
こ
と
で
最
高
の
幸
福
境
涯
が
確
立
で
き
ま
す
。 
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※
本
文
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
次
の
文
章
が
正
し
い
も
の
に
○
、
間
違
っ
て
い
る
も
の
に×

を
つ
け
な
さ
い
。 

 

（ 

○ 
）
御
本
尊
を
信
じ
て
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
唱
え
て
い
け
ば
、
自
分
自
身
が
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
大
法
と
一
体 

と
な
り
、
仏
界
を
現
す
こ
と
が
で
き
る
。 

（ 

○ 

）
末
法
に
お
い
て
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
御
本
尊
を
受
持
す
る
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
成
仏
の
根
本
の
修
行
、 

す
な
わ
ち
観
心
で
あ
る
。 

（ 
×
 

）
釈
尊
か
ら
下
種
を
受
け
て
い
な
い
末
法
の
衆
生
の
中
か
ら
は
成
仏
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
が
出
て
く
る
。 

（ 
×
 

）
釈
尊
滅
後
に
は
天
台
大
師
な
ど
が
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
説
い
た
。 

（ 

○ 

）
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
あ
ら
ゆ
る
仏
が
成
仏
す
る
時
に
覚
知
し
た
根
本
の
法
で
あ
る
。 

 

※
次
に
書
か
れ
た
出
来
事
や
言
葉
に
つ
い
て
、
上
下
で
関
連
の
深
い
も
の
を
線
で
結
ん
で
下
さ
い
。 

 

① 

虚
空
会
の
儀
式 

 

・ 
 

・
南
無
妙
法
蓮
華
経 

② 

理
の
一
念
三
千 

 

・ 
 

・
功
徳
聚 

③ 

十
界
具
足
の
曼
荼
羅
・ 

 

・
釈
尊
か
ら
の
付
嘱 

④ 

我
本
行
菩
薩
道 

 

・ 
 

・
釈
尊
の
成
仏
の
根
本
原
因 

⑤ 

本
門
の
本
尊 

 
 

・ 
 

・
天
台
大
師 

 

※
次
に
説
明
す
る
文
章
が
ど
の
利
益
に
あ
た
る
か
利
益
の
名
称
を
書
き
な
さ
い
。 

 

① 

既
に
仏
の
説
法
を
聞
い
た
衆
生
が
仏
の
能
力
を
開
発
し
成
熟
、
調
え
て
得
ら
れ
る
利
益 

（ 

熟 

）
益 

② 

既
に
調
熟
さ
れ
た
衆
生
が
過
去
の
仏
の
説
法
を
思
い
出
し
て
根
源
の
苦
悩
か
ら
解
放
さ
れ
る
利
益
（ 

脱 

）
益 

③ 

仏
法
を
説
い
て
信
じ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
々
が
得
ら
れ
る
利
益 

 
 

（ 

下
種 

）
益 

  


